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X 線 CT による三波川変成岩斜長石斑状変晶中の３次元包有物構造：斜め沈み込
み帯の運動像

3-D X-ray CT imaging of inclusion fabric in plagioclase porphyroblasts of Sambagawa
metamorphic rocks
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　低温高圧型の変成帯は沈み込み帯における堆積物の沈み込みと上昇によって形成される。三波川変成帯につ
いては、変成帯を構成する岩石の温度圧力履歴、変形組織、放射年代に関する数多くの研究により、沈み込みお
よび上昇過程が明らかにされつつある。三波川変成帯ではほぼ全域にわたって東西方向の線構造と面構造が発達
し、それらは、プレートの斜め沈み込みに伴って、プレート境界と低角度のせん断流動変形を伴う上昇過程で形
成されたと考えられている。一方、沈み込み時の流動変形の情報は、昇温期から最高変成度の時期に成長した斑
状変晶の中の包有物に記録されている。とくに、斜め沈み込み帯においては、沈み込んだ堆積物が上昇に転ずる
時にらせん状の流線を描くように流動することが期待され、それを高解像度 X線 CT による包有物の３次元構造か
ら検討することが本研究の目的である。
　今回、四国中央部汗見川沿いのオリゴクレース-黒雲母帯から採取した塩基性片岩を試料として用いた。こ

の塩基性片岩は角閃石と緑れん石の形態定向配列による面構造と線構造がよく発達し、斜長石斑状変晶を多く含
む。斜長石斑状変晶に含まれる緑れん石・角閃石・チタナイトなどの柱状結晶は形態定向配列している。薄片に
よる観察では、この内部面構造は XZ 面（線構造に平行、面構造に直交）面でも YZ 面（線構造に直交）でも S 字
状に湾曲している。さらに、EBSP を用いたファブリック測定（竹下ほか、本大会）により、これらの柱状結晶の
配列による明瞭な線構造も確認されている。
　 SPring-8 の BL20B2 において、高分解能 X 線 CT 装置（SP-μCT）を用いて CT 撮影を行った（30 keV、空間

分解能は約 13μm）。線吸収係数の近い斜長石と石英の区別はできないが、それらとおもに角閃石と緑れん石から
なる基質との区別は明瞭である。包有物は幅数～10μm、長さ数 10μm の大きさであり、包有物１つ１つを見るこ
とはできないが、包有物の配列による内部面構造は十分に観察できる。今後、分解能をさらに上げて（～1μm）CT
撮影を行い、包有物の面構造だけでなく線構造も含めて、その３次元構造を検討していく予定である。


